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創刊号 「高校生と、かつて高校生だった人のための読書案内」より

　山田詠美さんは、学生時代に山田双葉名義のマンガをいくつか読んでいて、小説は『ソ

ウルミュージック・ラバーズ・オンリー』が最初であったかと思う。いずれもアフリカ系

の男性が出てきて、よくわかりませんというか、こりゃ苦手、が正直な感想だった。なん

となれば、ワタシは「勉強ができる」「もてない」脇山君だったですから。女性にはめっ

ちゃ幻想をもって臨むタイプで、性的にオープンな女性にはビビっちゃう。

　主人公の時田君が魅力的なのは、よくわかる。先入観や偏見をもって人に対さないし、

ルールに縛られないけれど、マナーは守る（感じがする）。明るいし、「ねたみ、嫉み、

ひがみ」があんまなさそうだし、なんというか、肉体と精神がきちんと連動していて、だ

から、クリアに自分を分析できるし、自然の美しさにも気を配れる。たぶん、肉体・五感

について繊細というのは、大事なんだと思う。

　だけど脇山君からするとね、それはないよなあ、というのも正直ある。だって、自分が

装ってるのを指摘されて、太宰の「わざ、わざ」（「人間失格」すね）を連想できるっ

て、本も読んでて地頭いいわけじゃないすか、時田君。片親つっても、お母さん、編集者

だし（小説やエッセイを出せるのは大手しかないです、特にこの時代は）。サッカー部だ

し、人気者だし。世の中の通念に反抗する、つーのなら、男の子なら「勉強ができない」

じゃなくて「運動ができない」じゃないの？　とか。脇山君・奥村先生が「つまんない」

とか「愚か者」とか言われるのもなんかツラい。そいでもって、知識より感性、の人が陥

りがちな落とし穴＝知らないがゆえに傷つける、についても、番外編でちゃんとフォロー

している（赤間さん事件と奥村先生の改心）。もうね、なんかね……。

　でも、時田君は魅力的なのはわかる。時田君みたいな女の子にちょっとだけ矯正しても

らったことあるから。女の子にもいるんだよ、時田君みたいな子。ワタシは奥村先生だっ

たのか……。


